
「火打石」で火を起こし、かまどに火をくべてみませんか。

火の扱いを学ぶことは、災害への備えとしても重要です。

ウ■

0 機会は少なくなりましたが、り

1大、」は昔から、人類の生活になくてはならないものでした。

畿‐お湯を沸かしたり料理をする、

惨媛をとったり明かりを灯す、

や}危険な動物や害虫から身を守る、 等々、

では、マッチやライターもない頃、私たちの祖先は、
どのように「火」を得ていたのでしょうか。

日 時:令和4年〔2022〕年2月 19日〔土〕

13:30～ 15:30(受付 113:15～ )

集合場所 :尼崎の森中央緑地 かやぶき民家

講  自T:牛尾 巧 さん

(県立―庫公園所長、環境省環境カウンセラー)
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持 ち 物 :軍手・あればゴーグル

参白鵬費無料
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打石と火

「ほくち』に火をつける

じつくり火を育てるE

″

主催 :兵庫県 共催 :尼崎市

主管 :尼崎の森中央緑地・一庫公園
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